寺。 

ITT 

現代。 

場所。 

海底の 琅圩 殿。 

人物。 

公子。 沖の 僧都。 (年老いた る 海坊主) 美女。 

博士。 

女房。 侍女。 (七 人) 黒潮 騎士。 (多数) 



しんげん らんべき ろうかん でんり こくえい そうず 

森厳 藍 碧なる 琅圩 殿裡。 黒影 あり。 —— 沖の 僧都。 

僧都 お 腰元 衆。 

侍女 一 (薄色の 洋装した るが 扉より かづ) はい、 

はい。 これ は 御 僧。 

僧都 や、 目覚しく、 美しい、 異 つた 扮 装で おい 

でな さる。 

ご あいさつ 

侍女 一 御 挨拶で ございます。 美しい かどう か は 

存じません けれど、 異 つた 支度に は 違いない の 

でございます。 若様、 かねての お望みが 叶い ま 



侍女 一 (笑う) お 精進で おいで 遊ばします。 も 

し、 これ は、 桜貝、 蘇芳 @ハ、 いろいろの 貝を蕊 

なぎさ 

にして、 花の 波が 白く 咲きます、 その 渚 を、 青 

い 山、 緑の 小 松に 包まれて、 大陸の 婦 たちが、 

ききょう よそおい 

夏の 頃、 百合、 桔梗、 月見草、 夕顔の 雪の 装 

あさひ はるか こうかつ 

などして、 旭の 光、 月影に、 遥に (高 潤なる 

へきる リ つや 

碧 瑠璃の 天井 を、 髪艷 やかに 打 仰ぐ) 姿 を 映し 

ます。 ああ、 風情な。 美しい と視 めました もの 

でございますから、 私 ども 皆が、 今夜 はこの 

服装に 揃えました。 



僧都 一 段と お 見事 じ や。 が、 朝 ほど 御機嫌 伺い 

に 出ました 節 は、 御殿、 お 腰元 衆、 いずれも 不 

断の 服装で おいでな された。 その 節 は、 今宵、 

きま 

あの 美女が これへ 輿 入の 儀 はま だ 極ら なんだ。 

じたい 人間 は 決断が 遅い に 因ってな。 …… それ 

こころがけ いや と なり 

じ やに、 かねてのお 心 掛か。 弥疾く 装が 間に 

合うた もののう。 

% ^-6 し I ,っ 」- J \、 ノ 

侍女 一 まあ、 貴老 は。 私たち この 玉の ような 

みんな はだ 

皆 の膚 は、 白い 尾花の 穂 を 散らした、 山々 の 秋 

にしき おんな 

の 錦が 水に 映る と 同じに、 こうと 思えば、 つ 



よそおい 

いそれ なりに、 思う まま、 身の 装 の 出来ます 

体で おります もの を。 貴老 はお 忘れなさい まし 

た 力 

ひ ころも 

貴老 は。 …… 貴老 だとて 違い はしません。 緋の 法衣 

を 召そうと 思えば、 お思いな さいます、 と 右左、 

ひと もと 

峯に、 一 本 燃 立つ ような。 

かが おさ 

僧都 ま、 ま、 分った。 (腰 を 屈めつつ、 圧うる がご 

たな そこ 

とく 掌 を 挙げて 制す) 问 とも 相 済まぬ 儀 じ や。 



すまい ありがた な かげひなた ゆきき 

海の 住居の 難 有さに 馴れて、 蔭 日向、 雲の 往来に、 

うしお にょい じざい 

潮の 色の 変る と 同様。 如意 自在 心の まま、 たち 

よそお い 

どころ に 身の 装 の 成る 事 を 忘れて いました。 

なれ ども、 僧都が 身 は、 こうした 墨染の 暗夜 こそ 可 

ころも まと ぬれ 

けれ、 なまじ 緋の 法衣な ど 絡おう なら、 ずぶ 濡の 

ちょ うちん とまど い えい うお 

提灯 じ や、 戸惑 をした 鱒の 魚 じ やな どと 申そう。 

おし くろがね いか リ 

圧 も 石 も 利く 事で はない。 (細く 丈長き 鉄の 錨 

さかしま つえ かろ 

を 倒 にして 携えた る 杖 を、 軽く 突 直す。) 

さき 

いや、 また 忘れて はならぬ。 忘れぬ 前に 申 上げたい 

まかりで 

儀で 罷 出た。 若様へ お 取次 を 頼み ましよ。 



かしこま ただいま 

侍女 一 畏 りました。 唯今。 …… あの、 ちょうど 

ゆい 折に 存じます。 

右の 方 闥を排 して 行く。 

てい みまわ 

僧都 (謹みた る 体に て 室内 を朐 す。) 

は あ、 争われぬ。 法衣の 袖に 春が そよ ぐ。 



(錨の 杖 を 抱きて グイむ。) 

公子 (衝と 押す、 闥を排 きて、 性急に 登場す。 

面 玉の ごとく 臈 丈け たリ。 黒髪 を 背に 捌く。 青 

ひたたれ こがね つるぎ は 

地 錦の 直垂、 黄金 づ くりの 剣 を 佩く。 上段、 一 

階 高き 床の 端に、 端然と して 立つ。) 

爺い、 見えた か。 



ま つ ささ 

侍女 五 人、 以前の 一 人 を 真 先に、 すらすらと 従い 

出づ。 いずれも 洋装。 第五の 侍女、 年 最も 少し。 

こ-つし うしろ 

二人 は 床の 上、 公子の 背後に。 二人 は 床 を 下り 

うしろ 

て 僧都の 前に。 第一 の 侍女 は その 背に 立つ。 

おお ゆか ひざまず くだん 

僧都 は。 (大 床に 跪 く。 控えた る 侍女 一 、 件 

の 錨の 杖を預 る) これ はこれ は、 御 休息の 処を 

恐 入りまして，、， J ざリ ます。 

公子 (親しげ に) 爺い、 用 か。 



こんじょう ぐんじょう びやく ぐん へき 

僧都 紺青、 群青、 白 群、 朱、 碧の 御蔵の 中よ 

り、 この度の 儀に 就きまして、 先方へ お遣わし 

になり ました、 品々 の 類 と、 数々 を、 念のため 

に 申 上げとう) J ざり まして。 

公子 (立ち たるま ま) おお、 あの 女の 父親に 遣つ 

た、 陸で 結納と か 云う ものの 事 か。 

僧都 は あ、 いや、 御 聡明なる 若様。 若様に はお 

おぼえち が なかま 

覚 違いで ござります。 彼等 夥 間に 結納と 申す 



公子 (軽く 頷く) 可、 何に しろす こしば かりの 

事 を、 別に 知らせる に は 及ばん のに。 

僧都 いやいや、 鱗 一枚、 一 草の 空目 r と は 申せ、 

僧都が 承りました 上 は、 活 達なる 若様、 かよう 

きむ ず 

な 事 はお 気 煩 かしゅう おいでな さり ましょうな 

れ ども、 老 のしよう がに、 お 耳に 入れねば なり 

ませぬ。 お 腰元 衆 もお 執 成。 (五 人の 侍女に 

目 遣す) 平にお 聞 取り を 願わし ゆう。 



侍女 三 若様、 お 座へ。 

公子 (顧みて) 椅子 を こちらへ。 

えださん ご 

侍女 三、 四、 両人して 白き 枝 珊瑚の 椅子 を 捧げ、 

はしぢか だえんけい ろうかん 

床の 端近に 据ぅ。 大隋 円形の 白き 琅圩 の、 沈み 

テ エブル 

たる 光沢 を 帯べ る 卓子、 上段の 中央に あり。 枝 

, あか 

のま まなる 見事なる 珊瑚の 椅子、 紅白 二 脚、 紅 

き は 花の ごとく、 白き は 霞の ごとき を、 相対し 

さ さ げ い 

て 置く。 侍女 等が 捧出 でて 位置 を 変えて 据えた 

力た 

る は、 その 白き 方 一 脚な リ。 



まだ い ぶリ まぐろ びき 

僧都 真鯛 大小 八 千 枚。 獅、 鮪、 ともに 二 万疋。 

かつお まながつお おのおの おお ひらめ きす 

鰹、 真那 鰹、 各 一 万 本。 大比目 魚 五 千 枚。 鱔、 

ほうぼう こち あいなめ めば る もうお 

魴鯡、 鯆、 螩身 魚、 目 張 魚、 藻 魚、 合せて 七 百 

籠。 若布の その 幅 六 丈、 長さ 十五 尋の もの、 百 

ひとまき あんこう とらふぐ 

枚 一 卷九千 連。 鮫鱅 五十 袋。 虎河豚 一 頭。 大の 

たこ ひとつがい な だ 

艄 一 番。 さて、 別に また、 月の 灘の 桃色の 枝珊 

まわ リ 

湖 一 株、 丈 八 尺。 (この 分、 手に て 仕方す) 周囲 

三 抱の 分に ござりまして。 ええ、 月の 真珠、 花 

たま り ゆ.. つ 

の 直； 珠、 雪の 真珠、 いずれも 一 寸の珠 三十 三 粒、 



僧都 残らず 身の 代と？ は あ、 いかさまな。 

ぶちょうほう みる 

(心 付く) 不 重宝。 これ はこれ は 海松 ふさの 袖 

うしお さつ 

に 記して 覚えの まま、 潮に 乗って、 颯と 読 流し 

ました。 はて、 何から 申した 事 やら、 品目の 多 

ぃ処 へ、 数々 ゆえに。 えええ え、 真鯛 大小 八 千 

枚。 

おのおの 

侍女 一 獅、 鮪と もに 二 万疋。 鰹、 真那鰹 各 一 

万 本。 



侍女 二 (僧都の 前に あり) 大比目 魚 五 千 枚。 鱔、 

魴鯡、 鯆、 あいなめ、 目ば る、 藻 魚の 類 合せて 

七 百 籠。 

侍女 三 (公子の 背後に ぁリ) 若布の その 幅 六 丈、 

ひとま. 5 

長さ 十五 尋の もの 百 枚 一 卷九千 連。 

侍女 四 (同じく 公子の 背後に) 鮫鱅 五十 袋、 虎 

ひとつがい 

河豚 一頭、 大の艄 一番。 まあ …… (笑う。 侍女 

皆 笑う。 ) 



僧都 (額の 汗 を 拭く) それ それさよう、 さよう。 

まじめ 

公子 (微笑しつつ) 笑うな、 老人 は 真面目で い 

る。 

わか ひと 

侍女 五 (最も 少し。 斉しく 公子の 背後に 附 添う。 

うる わ 

派手に 美しき 声す) 月の 灘の 桃色の 枝 珊瑚 樹、 

つ い まわり みか かえ 

対の 一 株、 丈 八 尺、 周囲 三 抱の 分。 一寸の 玉 三 

十三 粒 …… 雪の 真珠、 花の 真珠。 

侍女 一 月の 真珠。 



僧都 しばらく。 まで じゃまで じ や、 までに ござ 

る。 …… 桃色の 枝 珊瑚 樹、 丈 八 尺、 周囲 三 抱の 

分までに ござった。 (公子に) 鶴の 卵 ほどの 紅 

宝玉、 孔雀の 渦巻の 緑 宝玉、 青 瑪瑙の 盆、 紫の 

瑠璃の 台。 この 分 は、 天なる (仰いで 礼拝す) 

み つぎ 

月 宮殿に 貢 の ものに ござりました。 

公子 私 もそう らしく 思って 聞いた。 僧都、 それ 

から 後に 言われた、 その 董、 露草な ど は、 金銀 

宝玉の 類 は 云う まで もない、 魚類 ほどに も、 人 



えんぶ だ ごん いちりんざし 

侍女 一 姫様 は、 閻浮檀 金の 一輪挿に、 真珠の 露 

い てもと 

でお 活け 遊ばし、 お 手許 をお 離しなさい ませぬ 

そうに. j ざいます。 

公子 度々 は 手に入らない。 私 も 大方、 姉上に 進 

げた その 事で あろうと 思 つ た。 

僧都 御意。 娘の 親へ 遣わしました は、 真鯛より 

とど 

数えまして、 珊湖 一対 …… までに 止まりました _ 



侍女 二 海で は 何 ほどの 事で も ございま せんが、 

受取ります 陸の 人に は、 鯛 も 比 目 魚 も 千と 万、 

わず 力 

少ない 数で は ございま すまいに、 僅な 日の 間に、 

ようお 手 廻し、 お遣わしに なりまして ございま 

僧都 されば その 事。 一国、 一島、 津ゃ 浦の 果か 

ひと あみ なかま おおうなばら 

ら果を 一網に もせい、 人間 夥 間が、 大海原から 

え たま しずく 

取 入れます 獲 ものと いう は、 貝に 溜った | 卞ほ 

どに いささかな もので ござっての、 お 腰元 衆な 

はり さき 

ど 思うても みられまい、 鈎の 尖に 虫を附 けて 



雑魚 一 筋 を 釣る という 仙人 業 をし まする よ。 こ 

の 度の 娘の 父 は、 さまでに もな けれども、 小船 

一 つで 網 を 打つ が、 海月 ほどに しょ ぼり と 拡げ 

て、 泡に も 足らぬ 小魚 を 掬う。 入 ものが 小さ 

き 故に、 それが 希望 を満 します に、 手間 のん る 

こと、 何とも まだる い。 鰯 を 育てて 鯨に する 

はがゆ ゆき どま 

より 歯痒い 段の 行 止り。 (公子に 向う) 若様 は 

御 性急 じ や。 早く 彼が 願 を 満た いて、 誓 の 美 

女 を 取れ、 と 御意 ある。 よって、 黒潮、 赤潮の 

御手 兵 をち とば かり 動かしました わ。 赤潮の 

つ るぎ 

剣 は、 炎の 稲妻、 黒潮の 黒い 旗 は、 黒雲の 峰 を 



つ どう ひと う ら 

築いて、 沖から 樘と 浴びせた ほどに、 一浦の 津 

波と なって、 田畑 も 家 も 山へ 流いた。 片隅の 美 

かどせ ど いちどき 

女の 家へ、 門 背戸 かけて、 畳 天井、 一斉に、 屋 

根の 上の 丘の 腹まで 運 込みました 儀で ござった 

よ。 

侍女 三 まあ、 お勇まし い。 

うつむ 

公子 (少し 俯向く) 勇ましい ではない。 家 畑 を 

押 流して、 浦の もの 等 は 迷惑 をし はしない か。 



そ つ ま はじ 

僧都 いや、 いや、 黒潮と 赤潮が、 密と 爪弾きし 

ましたば かリ。 人命 を 断つ ほどで は ござり ませ 

なんだ。 もっとも 迷惑 をせば、 いたせ、 娘の 親 

が 人間同士の 間で さえ、 自分ば かり は、 思い 懸 

けない 海の幸 を、 黄金の 山 ほど 摑 みました に 

因って、 他の 人々 の 難渋 ごとき は いささか 気に 

も 留め ませぬ に、 海のお 世子で あらせられます 

若様。 人間界の 迷惑な ど、 お 心に 掛けさせます 

に は 毛頭 当り ませぬ 儀で ございます。 

うなず よし 

公子 (頷く) そんなら 可 —— 僧都。 



僧都 はは。 (更 めて 手 を 支く。) 

公子 あれの 親 は、 こちらから 遣わした、 娘の 身 

の 代と かいう ものに 満足 をした であろう か。 

僧都 御意、 満足いた しまし たれば こそ、 当 御殿、 

お求めに 従い、 美女 を 沈めました 儀に ござ リま 

す。 もっとも、 真鯛、 鰹、 真那 鰹、 その 金銀の 

魚類の みで は、 満足 をし ませなん だが、 続いて、 

三 抱え 一 対の 枝 珊瑚 を、 夜の 渚に 差 置きます る 



と、 山の端 出づる 月の 光に、 真 紫に 輝きます る 

を 夢の ように 抱きました 時、 あれの 父親 は 白砂 

ひれふ すそ 

に領 伏し、 波の 裙を 吸いました。 あわれ 竜神、 

一 命 も 捧げ 奉る と、 御 恩の ほど を 難 有が り まし 

たので ござります。 

おやじ 

公子 (微笑す) 親 仁の 命な ど は 御免 だな。 そん 

くらげ ふ 

な 魂 を 引取る と、 海月が 殖えて、 迷惑 をす るよ。 

侍女 五 あんな 事 を おっしゃ います。 



峠の 関所 かと 心得ます。 

公子 馬鹿 だな。 (珊瑚の 椅子 をす ッと 立つ) 恋 

しい 女よ。 望めば 生命で も 遣ろう もの を。 …… 

微笑す。 

あめつち 

侍女 四 お思われ 遊ばした 娘 御 は、 天地 かけて、 

波 かけて、 お： H 合せで おいで 遊ばします。 



侍女 一 早くお 着き 遊せば 可う ございます。 

わたくし まち どお 

私 ども もお 待 遠に 存じ 上げます。 

公子 道中の 様子 を 見よう、 旅の 様子 を 見よう。 

(闥の 外に 向って 呼ぶ) おいおい、 居間の 鏡 を 

寄越せ。 (闥 開く。 侍女 六、 七、 二人、 赤地の 錦 

の 蔽 を 掛けた る大 なる 姿見 を 捧げ 出 づ。) 

僧都 も 御覧。 



僧都 失礼ながら。 (膝行して 進む。 侍女 等、 姿 

テェ プル ひら 

見 を 卓子の 上に 据え、 錦の 蔽を展 く。 侍女 等、 

卓子の 端の 一 方に 集る。) 

おも ゆびさ 

公子 (姿見の 面 を 指し、 僧都 を 見返る) あれ だ、 

あれ だ。 あの 一 点の 光が それ だ。 お前た ち も 見 

*k 、 ゝ o 

るレカ 

せきばく はとう 

舞台 転ず。 しばし 暗黒、 寂寞と して 波濤の 音 聞 ゆ。 

ひとつ れんげ どうろう 

やがて 一個、 花 白く 葉の 青き 蓮華 燈籠、 漂々 と 

ただよ あらわ 

して 波に 漾ぇ るが ごとく 顕る。 続いて 花の 赤 



十 人。 皆崑崙 奴の 形相。 手に 手に、 すくす くと 

ゃリ きらきら つらら さかしま 

槍 を 立つ。 穂先 白く 晃々 として、 氷柱 倒 に 黒 

ともしび 

髪 を 縫う。 ある もの は 燈籠を 槍に 結ぶ、 灯 の 

高き はこれ なり。 ある もの は 手に し、 ある もの 

ま 要 こす。 

あなた くたびれ 

女房 貴女、 お 草 臥で ございましよう。 一息、 お 

やすみ 

休息な さいます か。 

みひら 

美女 (夢見る ように その 瞳を睜 く) ああ、 (歎 



息す) もし、 誰 方です か。 …… 私の 身体 は 足 を 

もすそ かいし さかさま 

空に、 (馬の 背に 裳 を搔緊 む) 倒 に 落ちて 落 

ちて、 波に 沈んで いるので しょうか。 

女房 いいえ、 お 美しい お 髪 一筋、 風に も 波に も 

ぉ鰱れ はなさい ません。 何でお 身体が 倒な どと、 

そんな 事が ございましよう。 

ゆうべ さき 

美女 いっか、 いつです か、 昨夜 か、 今夜 か、 前 

の 世です か。 私が 一 人、 楫も櫓 もない、 舟に、 

筵に 乗せられて、 波に 流されました 時、 父親の 



約束で、 海の 中へ 捕られて 行く、 私へ 供養の た 

あとさき 

めだと 云って、 船の 左右へ、 前後に、 波の まに 

まに 散って 浮く …… 蓮華 燈 籠が 流れました。 

女房 水に 目のお 馴れなさい ません、 貴女に は 道 

しるべ、 また 土産に もと 存じまして、 これが、 

(手に 翳す) その 燈籠 でございます。 

美女 まあ、 灯 も 消えずに …… 

女房 燃えた 火の 消えます の は、 油の 尽きる、 虱 



の 吹く、 陸ば かりの 事で ございます。 一度、 こ 

の 国へ 受取り ますと、 ここに は 風が 吹きません _ 

ただ 花の香の、 ほんのりと 通う ばかりで ござい 

たま 

ます。 紙の 細工 も 珠に替 つて、 葉の 青 いのは、 

ひすい ろうかん はなびら まだ ま しらたま 

翡翠の 琅圩、 花片の 紅白 は、 真 玉、 白珠、 紅 宝 

玉。 燃 ゆる 灯 も、 またたきながら 消えない 星で 

ございます。 御覧 遊ばせ、 貴女。 お 召 ものが 濡 

ぐし 

れ ました か。 お 髪 も 乱れ はしますまい。 何で、 

からだ さかさま 

お 身体が 倒 で ございましよう。 

ひとめ ふるさと 

美女 最後に 一 目、 故郷の 浦の 近い 峰に、 月 を 見 



たと 思いました。 それぎ り、 底へ 引く ように 船 

が 沈んで、 私 は 波に 落ちた のです。 ただ 幻に、 

その 燈 籠の 様な 蒼い 影 を 見て、 胸 を 離れて 遠く 

へ 行く、 自分の 身の 魂 か、 導く 鬼火 かと 思い ま 

したが、 ふと 見ます と、 前途に も、 あれ あれ、 

はる- R 

遥 の 下と 思う 処に、 月が 一 輪、 おなじ 光で 見え 

ます もの。 

女房 ああ、 (望む) あの 光 は。 いえ。 月影で は ご 

ざいません。 



女房 ほほ ほ、 (笑う) 何事 も 申しますまい。 ただ 

お 嬉しい 事な のです。 おめでとう 存じます。 

すておぶ ね にえ 

美女 あの、 捨 小舟に 流されて、 海の 贄に 取られ 

ゆ みまわ 

て 行く、 あの、 (朐 す) これが、 嬉しい 事な の 

でしよう か。 めでたい 事な のでしょう かねえ。 

女房 (再び 笑う) お 国で はいかが で ございましよ 

ふるさと 

うか。 私たちが 故郷で は、 もうこの 上ない 嬉し 

い、 めでたい 事な ので ございます もの。 



を、 やがてお 着きな さいます。 

いそ みる かじめ の ど 

美女 潮風、 磯の 香、 海松、 海藻の、 咽喉 を 刺す 

硫黄の 臭気と 思いの ほか、 ほんに、 清し い、 i| 

い 薫、 ( 柔 に 袖 を 動かす) …… です が、 時々、 

ぞっと なまぐさ 

悚然 する、 腥 い 香の します の は 9 …… 

女房 人間の 魂が、 貴女 を 慕う ので ございます。 

くらげ 

海月が 寄る ので ございます。 

美女 人の 魂が、 海月と 云って？ 



女房 海に 参ります 醜い 人間の 魂 は、 皆、 海月に 

なって、 ふわ ふわ さまようて 歩行き ますので ご 

ざレ ます 

うるさ 

黒潮 騎士 (口々 に) 煩い。 しっしつ。 

(と、 ものな き 竜馬の 周囲 を呵 す。) 

なさけ はず か 

美女 まあ、 情ない、 お 恥し い。 (袖 を もって 

おもて おお 

面 を蔽 う。) 



にい おくさま 

女房 いえ、 貴女 は、 あの 御殿の 若様の、 新 夫人 

でい らっしゃ います、 もはや 人間で はあり ませ 

ん。 

ま つ くら 

美女 ええ。 (袖 を 落す。 II 舞台 転ず。 真暗に 

なる。) —— 

女房 (声の みして) 急ぎましょう。 美しい 方 を 

くろ わに あかざめ 

見る と、 黒 鰐、 赤 鮫が 襲います。 騎馬が 前後 を 

きづかい 

守護し ました。 お 憂慮はありません が、 いぎ 参 

きりあ せめ あ ちまた 

ると、 斬 合い 攻 合う、 修羅の 巷 をお 目に 懸けね 



ひげ にん はかせ 

唐 代の 儒の 服装した る、 髯 黒き 一 人 あり。 博士 

なり。 

侍女 七 人、 花の ごとく その 間 を 装い 立つ。 

よびたて 

公子 博士、 お 呼 立 をし ました。 

博士 (敬礼す。) 

おもて 

公子 これ を 御覧なさい。 (姿見の 面 を 示す。) 



ひょうかん ども 

上、 選抜した 標悍な 黒潮 騎士の 精鋭 等に、 長 槍 

あ，. こ）' 

を もって 四辺 を 払わせて 通る のです。 得意 思う 

べしで はない のです か。 

しき リ つむ リ 

僧都 (頻に 頭 を 傾く。) 

公子 引 廻し と 聞けば、 恥 を 見せる のでしょう、 

苦痛 を 与える のであろう。 槍で 囲み、 旗 を 立て 

淡く 清く 装った 得意の 人 を 馬に 乗せて 巿を 練つ 

て、 やがて 刑場に 送って 殺した 処で、 —— 殺さ 

やま い 

れる もの は 平凡に 疾病で 死す るより 愉快で しょ 



公子 面倒です、 あと はどうで も 可い。 ただ 女子 

を 馬に 乗せ、 槍 を 立てて 引 廻した という、 そん 

な 事が あつたか という、 それだけです。 

じょ うる リ 

博士 正史で なく、 小説、 浄瑠璃の 中 を 見 ましよ 

うで。 時の 人情と 風俗と は、 史書よりも むしろ 

この 方が 適当であります ので。 (金 光 燦爛たる 

ようとじ ひら 

洋 綴の 書を展 く。) 

テ エブル 

公子 (卓子に 腰を掛 く) たいそう 気の利いた 書 

物です ね。 



しあわせ ひら 

公子 姉が あって 幸福です。 どれ、 (取って 彼く) 

これ は …… ただ 白紙 だね。 

博士 は、 恐れながら、 それぞれの 予備の 知識が 

ありません では、 自然の その 色彩 ある 活字 は、 

ぺ ェジの 上に は 写り 兼ねる ので ございます。 

公子 恥 入る ね。 

博士 いやいや、 若様 は 御 勇武で いらせられます。 

にゅう どうわに くろ ざめ 

入道 鰐、 黒 鮫の 襲います る 節 は、 御 訓練の 黒潮、 



赤潮 騎士、 御手の 剣での うて は 御 退けに なり 

まする 次第に は 参らぬ のでありまして。 けれど 

ごえつ どく 

も、 姉 姫様の 御心づ くし、 節々 は 御 閲読の 儀 を 

お勧め 申ます るので。 

僧都 もろともに、 お勧め 申 上げます で ござり ま 

うなず 

公子 (頷く) まあ、 今の 引 廻し の 事 を 見て 下さ 

ヽ o 

レ 



博士 確 に。 (書 を披 く) 手近に 浄瑠璃に ありま 

した。 ああ、 これにあります。 …… 若様、 これ 

なにわ だいきょう じいし ゆん 

は 大日 本 浪華の 町人、 大 経師 以 春の 年若き 女房、 

名 だた る 美女のお さん。 手代 茂 右衛門と 不義 

顕れ、 すなわち 引 廻し 礫， 'になり まする 処を、 

記した のでありまして。 

公子 お読み。 

ぐれん しょうねつ 

博士 (朗読す) —— 紅蓮の 井戸 堀、 焦熱 の、 地 

獄の かま 塗よ しな やと、 急がぬ 道 をい つの まに、 



越 ゆる 我 身の 死 出の 山、 死 出の 田 長の 田が りよ 

し、 野辺より 先 を 見渡せば、 過ぎし 冬至の 冬枯 

こ ま ゃリ 

の、 木の間 木の間に ちらちらと、 ぬき 身の 槍の 

恐し や、 —— 

のぞ 

公子 (姿見 を視 きつつ、 且つ 聴きつつ) ああ、 

いくらか 似て いる。 

博士 —— また 冷 返る 夕 嵐、 雪の 松原、 この 世 か 

ら、 かかる 苦 患に おう 亡 日、 島 田 乱れて はら は 

ら はら、 顔に はいつ もはんげ しょう、 縛られし 



僧都 さようで ございます。 

公子 馬に 騎 つた 女 は、 殺されても 恋が 叶い、 思 

いが 届いて、 さぞ 本望であろう がね。 

僧都 —— 袖に 氷 を 結びけ リ。 涙な どと、 歎き 悲 

しんだ ように ござります。 

公子 それ は、 その 引 廻し を 見る、 見物の 心で は 

ない のか。 私に は 分らん。 (頭 を掉 る。) 博士 

まだ 他に 例が あるので すか。 



博士 (朗読す) ：：•• 世の 哀 とぞ なりに ける。 今 

日 は 神 田の くずれ 橋に 恥 を さらし、 または 四 谷、 

芝、 浅 草、 日本 橋に 人 こぞり て、 見る に惜 まぬ 

あし 

はなし。 これ を 思う に、 かりにも 人 は 悪き 事 を 

せま じき ものな り。 天 これ を 許した まわぬな り。 



ひそ ひと おももち 

公子 (眉 を顰 む。 —— 侍女 等 斉しく 不審の 面色 

す。) 



やつ 

博士 …… この 女 思 込みし 事 なれば、 身の 窶 るる 

事なくて、 毎日 ありし 昔の ごとく、 黒髪 を 結わ 

うる 

せて 美 わしき 風情。 …… 

公子 (色 解く。 侍女 等、 眉 を ひらく。) 

博士 中略 をいた します。 …… 聞く 人 一し おいた 

かぎり 

わしく、 その 姿 を 見お くりけ るに、 限 ある 命の 

うち、 入相の鐘つ くころ、 品 かわりた る 道 芝の 

ほと リ 

辺に して、 その 身 は 憂き 煙と なりぬ。 人 皆い 

ずれの 道に も 煙 はの がれず、 殊に 不便 はこれ に 



ひあぶり 

ぞ ありけ る。 II これで、 鈴ケ 森で 火刑に 処せ 

すて ふだ ゃリ 

られ まする まで を、 確か 江戸 中棄 札に 槍 を 立て 

はず 

て 引 廻した 害と 心得ます るので。 

公子 分りました。 それ はお 七と いう 娘でしょう。 

私は大 すきな 女なん です。 御覧なさい。 どこに 

当人が 歎き 悲み なぞした のです か。 人に 惜ま 

あつ，^ - じじゃく 

れ可哀 がられて、 女 それ 自身 は大 満足で、 自若 

として 火に 焼かれた。 得意 想うべし ではない の 

です か。 なぜ それが 刑罰なん だね。 もし 刑罰と 

めぐみ しもと なさけ むち 

すれば、 恵の 杖、 情の 鞭 だ。 実際 その 罪 を 罰 



しょうと する に は、 そのまま 無事に 置いて、 平 

ぐずぐず いきな が しわ ばば 

凡に 愚図愚図に 生存ら えさせて、 皺 だらけの 婆 

にして、 その 娘 を 終らせる が 可い と、 私 は 思う- 

…… 分けて、 現在、 殊に そのお 七の ごとき は、 

姉上が 海へ お引取り になった。 刑場の 鈴 ケ森は 

自然 海に 近かった。 姉上 は 御覧に なった。 鉄の 

つな もえぐさ 

鎖 は 手足 を繫 いだ、 燃 草 は 夕 霜 を 置 残して その 

肩 を 包んだ。 煙 は 雪の 振袖 を ふす ベた。 炎 は 

ひがの こ ぼたん 

緋鹿子 を 燃え 抜いた。 緋の 牡丹が 崩れる より、 

虹が 燃える より 美しかった。 恋の 火の 白熱 は、 

こ はくぎ よく はだえ ひなげし 

凝って 白玉と なる、 その 膚を、 氷った 雛 芥子 



の 花に 包んだ。 姉の 手の 甘露が 沖 を 曇らして 注 

いだの だった。 そのまま 海の 底へ お引取りに 

なって、 現に、 姉上の 宮殿に、 今 も 十七で、 紅 

の 珊瑚の 中に、 結 綿の 花 を 咲かせて いるので は 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

男 は 死ななかった。 存命え て 坊主に なって 老い 

朽ちた。 娘の ために、 姉上 は それさえ お引取り 

になった。 けれども、 その 魂 は、 途中で 牡の 

くらげ のぞ 

海月に なった。 —— 時々 未練に 娘を靦 いて、 赤 

なまじろ ただよ 

潮に 追 払われて、 醜く、 ふらふらと 生白く 漾ぅ 



て 失する。 あわれな もの だ。 

娘 は 幸福で はない のです か。 火 も 水 も、 火 は 虹 

となり、 水 は 滝と なって、 彼の 生命 を 飾った の 

ぬきみ ほまれ 

です。 抜 身の 槍の 刑罰が 馬の 左右に、 その 誉 

を 輝かす と 同一 に。 —— 博士い かがです か、 僧 

/J o 

者 

博士 しかし、 しかし 若様、 私 は 慎重に お答え 

をいた します る。 身 はこの 職に ありながら、 事 

実、 人間界の 心 も 情 も、 まだ いささか も 分らぬ 



ただいま おお 

のでありまして。 若様、 唯今の 仰せ は、 それ は、 

とど 

すべ て 海の 中に のみ 留ま リ まする が。 

一つなず 

公子 (穏和に 頷く) 姉上 も、 以前お 分りに なら 

ぬと 言われた。 その上、 貴下が お分りに ならな 

ければ これ は 誰に も 分らない のです。 私に も 分 

ら ない。 しかし 事情 も 違う。 彼 を 迎える、 道中 

ゆびさ 

のこの (また 姿見 を 指す) 馬上の 姿 は、 別に 不 

祥 では あるまい と 思う。 

おお すじみち 

僧都 唯今、 仰せ 聞 けられ 承ります る 内に、 条理 



わき ま 

は 弁えず、 僧都に も 分らぬ ことのみ では ござ 

ぬきみ 

リ ますが、 ただ、 黒潮の 抜 身で 囲みました 段 は、 

別に 忌 わしい 事で は ござりません ように、 老人 

にも、 その 合点 参りまして ござります。 

よし 

公子 可、 しかし 僧都、 ここに 蓮華 燈 籠の 意味 も 

分った。 が、 一 つ 見馴れな いものが 見える ぞ。 

女が、 黒髪と、 あの 雪の 襟との 間に —— 胸に 珠 

を 掛けた、 あれ は 何 かね。 

テ エブル 

僧都 は あ。 (卓子に 伸 上る) はは、 いかさま、 い 



じゅず 

や、 若様。 あれ は 水晶の 数珠に ございます。 海 

に 沈みます る 覚悟に つき、 冥土に 参る 心得の た 

だんなでら おしょう 

め、 檀那寺の 和尚が 授けました ので ござります。 

ふらち 

公子 冥土と は 9 それ こそ 不埒 だ。 そして 

仇 光りが する、 あれ は …… 水晶 か。 

博士 水晶と は 申す 条、 近頃 は 専ら 硝子 を 用い ま 

すので。 

公子 ( 一 笑す) 私の 恋人と もあろう ものが、 無 



公子 お前た ちの 化粧の 泡が、 波に 流れて 渚に 

散った、 あの 貝が 宝石 か。 

きんらん ずきん かぶ 

侍女 二 錦 欄の 服 を 着けて、 青い 頭巾 を 被り まし 

たま あきんど にせ 

た、 立派な 玉 商人の 売ります もの も、 擬が 多い 

そうに > ざいます。 

公子 博士、 ついでに 指環 を 贈ろう。 僧都、 すぐ 

に 出向うて、 遠路で あるが、 途中、 早速、 硝子 

まが たま としより 

とその 擬い 珠を 取棄 てさして 下さい。 ぉ老 寄に、 



御苦労ながら。 

に いおく さま 

僧都 (苦笑す) 若様に は、 新 夫人の、 まだ、 海 

にお 馴れな さらず、 御 到着の 遅い ばかり 気にな 

されて、 老人が、 ここに 形 を 消せば、 瞬く 間 も 

のう、 お 姿見の 中の 御馬の 前に 映ります る 神 通 

を、 お忘れな されて、 老 寄に 苦労な どと、 心外 

な 御意 を 蒙ります る わ。 

公子 はは は、 (無邪気に 笑う) 失礼 をし ました。 



か、 あの 国の 歌 を 知って おらん か。 

侍女 三 存じて おります。 浪花 津に 咲く や この 花 

ふゆ ごも リ 

冬 籠、 今 を 春へ と 咲く や この 花。 

侍女 四 若様、 私 も 存じて おります。 浅 香 山 を。 

公子 いや、 そんなの ではない。 (博士が おきた る 

書を披 きつつ) 女の 国の 東海道、 道中の 唄 だ。 何 

とか 云う のだった。 この 書 はいくら か 覚えがない 



と、 文字が 見えない の だそう だ。 (眩く) 姉上 は 

貴重な、 しかし、 少し あて つ こすりの 書 をお 持え 

になった よ。 ああ、 何とか 云った、 東海道の。 

侍女 五 五十三次ので ございましよう、 私が 少し 

存じて おります。 

公子 歌うて みない か。 

侍女 五 はい。 (朗 かに 優しく あわれに 唄う。) 



都路は 五十路 あまりの 三 つ の 宿、 



公子 おお、 それ だ、 字書の ように、 江戸 紫 

で、 都 路と標 目が 出た。 (展 く) あと を。 

しず 力 

侍女 五 …… 時 得て 咲く や江 戸の 花、 浪静 

こえく のきば 

なる 品 川 や、 やがて 越 来る 川 崎の、 軒端な 

ら ぶる 神奈川 は、 早 ゃ程ケ 谷に 程 もな く、 

暮れて 戸塚に 宿 るら む。 紫 匂う 藤 沢の、 

野 面に 続く 平 塚 も、 もとの あわれ は大磯 か。 



かわず きまりわる 

蛙 鳴くなる 小 田 原 は。 …… (極悪げ に) 

…… もうあと は 忘れました。 

公子 可、 ここに 緑の 活字が、 白い 雲の 枚に 

出た。 —— 箱 根 を 越えて 伊豆の 海、 三 島の 

里の 神 垣 や —— さあ、 忘れた 所 は 教えて や 

ろう。 この 歌で、 五十三次の 宿 を 覚えて、 

どうちゅうす ごろく 

お前た ち、 あの 道中 双六と いう もの を 遊 

ん でみ ないか。 上り は 京都 だ。 姉の 御殿に 

近い。 誰か 一人 上って、 双六の 済む 時分、 

ちょうど、 この 女 は (姿見 を 見つつ) 着く 



めのう さや 

であろう。 一 番 上りの ものに は、 瑪瑙の 莢 

に、 紅 宝玉の 実 を 装った、 あの 造り ものの 

きっしよ うか や 

吉祥 果を 遣る。 絵 は 直ぐに 間に合ぬ。 この 

室 を 五十 三に 割って 双六の 目に 合せて、 一 

人ず つ 身体 を 進める が 可かろう。 …… 賽が 

要る、 持って来い。 

(侍女 六 七、 うつむいて ともに 微笑す) —— どうし 

た。 



侍女 六 姿見 をお 取 寄せ 遊ばしました 時。 

侍女 七 二人して 盤の 双六 をして おりました ので、 

賽は 持って おります ので ございます。 

公子 おもしろい。 向う の 廻廊の 端へ 集まれ。 そし 

て 順にな つて 始める が！^ い。 

侍女 七 床へ 振りましょう でございます か。 

公子 心あって 招かない のに 来た、 賽 にも 魂が ある、 



よ こ テェ プル 

寄越せ。 (受取る) 卓子の 上へ 私が 投げよう。 お 

前た ち 一 から 七まで、 目に 従うて 順に 動く が！ ^い。 

あつま 

さあ、 集れ。 

(侍女 七 人、 いそいそと、 続いて 廻廊の はずれに 集 

あなた とりき 

り、 貴女 は 一。 私 は 二。 こう 口々 に 楽しげに 取定 

め、 勇みて 賽を 待つ。) 

ゆい か、 (片手に 書 を 持ち、 片手に 賽を投 ぐ) —— 一 

は 三、 かな 川へ。 (侍女 一 人 進む) 二 は 一、 品 川 ま 

で。 (侍女 一人 また 進む) 三 は 五 だ、 戸塚へ 行け。 

(かくして 順々 に 繰返し 次第に 進む。 第五の 侍女、 



年 最も 少 きが 一 人 衆 を 離れて 賽の 目に 乗り、 正面 

突 当りなる 窓際に 進み、 他と、 間隔る。 公子。 こ 

さき かぞ 

れ より 前、 姿見 を 見詰めて、 賽の 目と 宿の 数を算 

え 淀む。 …… この 時、 うかと したる 体に 書 を 落 

す。) 

まだ、 誰も 上らない か。 



侍女 一 やっと 一 人 天 竜 川まで 参りました。 

公子 ああ、 まだ るつこい。 賽を 二つ 一所に 振ろう 



か。 (手に しながら 姿見に 見入る。 侍女 等、 等く 

其方 を 凝視す。) 

ひま 

侍女 五 き やつ。 (叫ぶ。 隙な し。 その 姿、 窓の 外 

もすそ さ つ 

へ 裳 を 引いて 颯と 消 ゆ) ああれ え。 

さめ 

侍女 等、 口々 に、 あれ、 あれ、 鮫が、 鮫が、 入道 

鮫が、 と 立 乱れ 騒ぎ 狂う。 

公子 入道 鮫が、 何、 (窓に 衝と 寄る。) 



侍女 一 ああ、 黒 鮫が 三百ば かリ。 

侍女 二 取 巻いて、 群り かかって。 

侍女 三 あれ、 入道が 口に 銜えた。 

げどう しった 

公子 外道、 外道、 その 女 を 返せ、 外道。 (叱咜 し 

つ つ、 窓よ リ出 でんと す。) 

すが と ど 

侍女 等 鎚り留 む。 



侍女 四 軽々 しい、 若様。 

公子 放せ。 あれ 見い。 外道の 口の 間から、 女の 

► J ぼ きば 

髪が 溢れて 落ちる。 や あ、 胸へ、 乳へ、 牙が 喰 

き 

入る。 ええ、 油断した。 …… 骨 も 筋 も 断れよう 

も だ もすそ あお 

な。 ああ、 手 を 悶える、 裳 を 煽る。 

侍女 六 いいえ、 若様、 私たち 御殿の 女 は、 身 は 

綿よりも 柔 かです。 



いのち 

公子 いや、 俺の 力 は 弱い ものの ためだ。 生命に 

掛けて 取 返す。 —— 鎧 を 寄越せ。 

侍女 二人 衝と 出で、 引返して、 二人して、 ー領の 

ラ しろ さ つ 

鎧 を 捧げ、 背後よ リ 颯と 肩に 投掛 く。 

公子、 上へ 引いて、 頸より つらなり たる 兜 を 頂 

つの す さま かしら 

く。 角 ある 毒 竜、 凄じき 頭と なる。 その 頭 を 

すそ さば がいと-つ 

頂く 時に、 侍女 等、 鎧の 裾 を 捌く。 外套の ごと 

うろこ こんじき 

く 背より 垂れて、 紫の 鱗 、 金色の 斑点 連り 輝く。 

のど 

公子、 また 袖 を 取って 肩より して 自ら 喉に 結ぶ、 

この 結びめ、 左右 一 双の 毒 竜の 爪な り。 迅速に 



つ るぎ か ざ 

一 縮す。 立直る や 否や、 剣を抜いて、 頭上に 翳 

し、 ハタと 窓外 を 睨む。 

ひと 

侍女 六 人、 斉しく その 左右に 折 敷き、 手に 手に 

あいくち きらきら 

匕首 を 抜 連れて 晃々 と 敵に 構う。 

外道、 退くな。 (凝と 視て、 剣の 刃 を 下に 引く) 虜 

を 離した。 受取れ。 



侍女 一 鎧 をめ したばつ かりで、 御 威徳 を 恐れて 引 



きました。 

す ひゃく むかで 

侍女 二 長う 太く、 数百の 鮫の かさなって、 蜈蚣の 

ように 見えた のが、 ああ、 ちりぢりに、 ちりぢり 

こ a 

侍女 三 めだかの ように 遁げて 行きます。 

公子 おお、 ちょうど 黒潮 等が 帰って来た、 帰った。 

侍女 四 ほんに、 おつかい 帰りの 姉さんが、 とりこ 



ゃリ うずくま 

騎士 一 同 (槍 を 伏せて、 裾 り、 同音に 呼ぶ) 

若様。 

公子 おお、 帰った か。 

騎士 一 もっての 外な、 今 ほど は。 

公子 何でもない、 私 は 無事 だ、 皆 御苦労だった 

な。 

騎士 一 同 はッ。 



公子 途中まで 出向ったろう、 僧都 はどうし たか。 

なかま 

騎士 一 あとの 我ら 夥間を 率いて、 入道 鮫 を追掛 

けて 参りました。 

公子 よい 相手 だ、 戦闘 は 観 ものであろう。 —— 

皆 は 休む が！ ^い。 

騎士 槍 は 鞘に 納めますまい、 このまま 御門 を 堅 

めます る わ。 



侍女 一 二人が 附 添って おります、 (廻廊 を 見込 

む) ああ、 もう 御 廊下まで。 (公子の さしずに よ 

おおい とびら い 

り、 姿見に 錦の 蔽を 掛け、 闥に 入る。) 

せんだつ ひ 

美女。 先達の 女房に、 片手、 手を曳 かれて 登場。 

しずか さしう つむ 

姿を粛 に、 深く 差 俯向き、 面影 やや やつれ たれ 

わるび おもむろ 

ども、 さまで 悪怯れざる 態度、 徐 に 廻廊 を 進 

すそ さは しずか 

みて、 床 を 上段に 昇る。 昇る 時 も、 裾 捌き 静な 

- ) * o 

侍女 三人、 燈籠ニ 個ず つ 二人、 一つ を 一人、 五 個 

ひさし か 

を 提げて 附 添い 出で、 一人々々、 廻廊の 廂に架 



顔 を 上げて、 正しく 公子と 見向 ふ。 瞳 を 据えて 

まばた ま 

瞬きせ ず。 —— 間。 

テ エブル 

公子 よく 見えた。 (無造作に、 座 を 立って、 卓子 

まわ リ つ かいな 

の 周囲に 近づき、 手 を 取らん と衝と 腕 を 伸ばす _ 

美女、 崩る るが ごとくに 椅子 を はずれ、 床に 伏 

す。) 

女房 どうなさい ました、 貴女、 どうなさい まし 

た。 



美女 (声 細く、 され ども 判然) はい、 …… 覚悟 

おそろ 

して は 来 ま した けれど、 余りと 言えば 、可 恐し ゆ 

うご ざいます もの。 

女房 (心 付く) おお、 若様。 その 鎧 をお 解き 遊 

ばせ。 お驚きなさい ますの も ごも つ ともで ござ 

います。 

公子 解いても！^ い、 (結び目に 手 を 掛け、 思慮す) 

が、 解かんでも 可かろう。 …… 最初に 見た目 は 



つきまと あなた 

どこまでも 附 絡う。 (美女に) 貴女、 おい、 貴女、 

これ を 恐れて は ^ 可ん、 私 はこれ あるが ために、 

強い。 これ あるが ために 力が あり 威が ある。 今 

も 既に これに 因って、 めしつかう 女の、 入道 鮫 

に嚙 まれた の を 助けた のです。 

おもて 

美女 (やや 面 を 上ぐ) お 召使が 鮫の 口に、 やつ 

おそろし 

ばり、 そんな 可 恐い 処 なんで ございま すか。 

公子 はは はは、 (笑う) 貴女、 敵の ない 国が、 世 

あ！！ こ 

界の どこに あるんで すか。 仇 は 至る処に 満ちて 



いる —— ただ，. 一 人の 娘を捧 ぐ、 ：•：• 海の幸 を 賜 

われ —— 貴女の 親 は、 既に 貴女の 仇な ので はな 

いか。 ただ その 敵に 勝てば 可い の だ。 私 は、 こ 

の 強さ、 力、 威 あるが ために 勝つ。 閨に ただ 二 

人 ある 時で も 私 はこれ を 脱ぐまい と 思う。 私の 

心 は 貴女 を 愛して、 私の 鎧 は、 敵から、 仇から、 

世界から 貴女 を 守護す る。 弱い ものの ために 強 

うろこ まと いだ つの 

いんです。 毒 竜の 鱗 は 絡い、 爪 は 抱き、 角 は 枕 

きずつ 

しても いささか も 貴女の 身 は 傷け ない。 とも 

にこの 鎧に 包まる る 内 は、 貴女 は 海の 女王なん 

ふ き せんおう 

だ。 放縦に 大胆に、 不羈、 専横に、 心の ままに 



して 差支えない。 鱗に、 爪に、 角に、 一糸 掛け 

はくしん いだ わたつみ 

ない 白身 を 抱かれ 包まれて、 渡津 海の 広さ を 散 

歩しても、 あえて 世に 憚る 事 はない。 誰の 目 

ゆびさし 

にも 触れない。 人 は 指 を せん。 時として 見る 

ゆびさ 

もの は、 沖の その 影 を、 真珠の 光と 見る。 指す 

きけん じょう まぼろし 

もの は、 喜 見 城の 幻景に 迷う のです。 

女の 身と して、 優しい もの、 媚 ある もの、 従う 

ものに 慕われて、 それが 何の 本懐です。 私 は 鱗 

を もって、 角 を もって、 爪 を もって 愛す るんだ _ 

しょうよう 

…… 鎧 は 脱ぐまい、 と 思う。 (従容と して 椅子 



に 戻る。) 

美女 (起 直り、 会釈す) …… 父へ、 海の幸 をお 

授け 下さいました、 津波のお 強さ、 船 を 覆して、 

ここへ、 遠い 海の 中 をお 連れな すった、 お 力。 

つかい えりか ざリ 

道す がら はまた お 使者で、 金剛石の この 襟 飾、 

宝玉の この 指環、 (嬉しげ に 見 ゆ) 貴方の 御 威徳 

はよ く 分りました ので ございます。 

しき ささ い 

公子 津波 位、 家来 どもが 些細な 事 を。 さあ、 そ 

こへ お掛け。 



女房、 介抱して、 美女、 椅子に 直る。 

頸 飾なん ぞ、 珠 なん ぞ。 貴女の 腰掛けて いる、 それ 

美女 まあ、 父に 下さいました 枝より は、 幾 倍と も _ 

公子 あれ は 草です。 較 ぶれば ここの は 大樹 だ。 椅 



J る さと 

美女 故郷の 人た ちに は。 

公子 見える もの か。 

美女 (やや 意気ぐ む) あの、 私の 親に は。 

公子 貴女 は 見える と 思う のか。 

美女 こうして、 活き ております もの。 



き つ 

公子 (屹 としたる 音調) 無論、 活 きている。 しか 

し、 船から 沈む 時、 ここへ 来る にどう いう 決心 を 

したので すか。 

ふるさと 

美女 それ は 死ぬ 事と 思いました。 故郷の 人 も 皆 そ 

う 思って、 分けて 親 は 歎き 悲しみました。 

公子 貴女の 親 は 悲しむ 事 は 少しもな かろう。 はじ 

めから そのつ もりで、 約束の 財 を 得た。 しかも 満 

足 だと 云った。 その代りに 娘 を 波に 沈める のに、 

少しも 歎く こと はないで はない か。 



美女 けれども、 父 娘の 情愛で ございます。 

公子 勝手な 情愛 だね。 人間の、 そんな 情愛 は 私に 

は 分らん。 (頭 を掉 る) が、 まあ、 情愛と してお 

く、 それで。 

美女 父 は 涙に くれました。 小船が 波に 放 たれます 

なぎ さ たおれふ 

時、 渚 の 砂に、 父の 倒伏し ました 処は、 あの、 ちょ 

うど 夕月に 紫の 枝 珊瑚 を 抱きました 処 なのです。 

あと なげき 

そして、 後の 歎 は、 前の 喜びに くらべまして、 幾 



十 層 倍 だ つたで) /ざいましょう。 

公子 じ や、 その 枝 珊瑚 を 波に 返して、 約束 を 戻せ 

ば 可かった。 

美女 いいえ、 です が、 もう、 海の幸 も、 枝 珊瑚 も、 

い え くら 

金銀に 代り、 家蔵に 代って いたので ございます。 

よし こぼ 

公子 可、 その 金銀 を 散らし、 施し、 棄て、 蔵 を 毀 

やれみ の 

ち、 家 を 焼いて、 もとの 破 蓑 ー領、 網 一具の 漁民 

いのちごい 

となって、 娘の 命乞 を すれば 可かった。 



いら か あまた ぬ ひ 

ある 甍を、 山際の 月に 照らさして、 夥多の 奴婢に 

取 巻かせて、 近頃 呼 入れた、 若い 妾 に 介抱され て 

いたで はない のか。 なぜ、 それが 情愛なん です。 

美女 はい。 …… (恥じて 首 低る。) 

公子 貴女 を責 るので はない。 よし それが 人間の 情 

愛 なれば 情愛で 可い、 私と は 何の 係わり もない か 

ら。 ちっとも 構わん。 が、 私の 愛する、 この 宮殿 

にある 貴女が、 そんな 故郷 を 思うて、 歎いて は 

^ 可ん。 悲しんで は 不可ん と 云う のです。 



美女 貴方。 (向 直る。 声に 力 を 帯ぶ) 私 は 始めから、 

決して 歎いて はいない のです。 父 は 悲しみました。 

うらびと ちわれ 

浦人 は可哀 がりました。 です が 私 は —— 約束に 応 

じて 宝 を 与え、 その 約束 を 責めて 女 を 取る、 —— - 

それが 夢 なれば、 船に 乗っても 沈み はしまい。 も 

し 事実と して、 浪に引 入る る ものが あれば、 それ 

しょ ラ 

は 生 ある もの、 形 ある もの、 云う まで も ありませ 

ん、 心 あり 魂 あり、 声 ある ものに 違いない。 その 

上、 威が あり 力が あり、 栄と 光と ある ものに 違い 

ない と 思いました。 ですから、 人 はそう して 歎い 



て も、 私 は 小船で 流され ますの を、 さまで、 慌騒 

ぎ も、 泣 悲しみ も、 落着 過ぎ もしな かったんです。 

い のち 

もし か、 船が 沈まなければ 無事なん です。 生命 は 

あるんで す もの。 覆す 手が あれば、 それ は活 きて 

いる 手なん です。 その 手に 鎚 つて、 海の 中に 活き 

られ ると 思った のです。 

公子 (聞きつつ 莞爾 とす) や あ、 (女房に) …… こ 

の 女 は 豪い ぞ！ はじめから 歎いて おらん、 慰め 

賺す 要はない。 私 はしおら しい。 あわれな 花 を 

手活 にして ながめようと 思った。 違う！ これ は 



楽く 歌う 鳥 だ、 面白い。 それ も 愉快 だ。 おい、 酒 

を 寄越せ。 

ドア ふた びん 

手を挙 ぐ。 たちまち 闥 開けて、 三人の 侍女、 ニ罎 

たまの さかずき 

の 酒と、 白金の 皿に 一対の 玉 盞を 捧げて 出 づ_ 

女房 盞を 取って、 公子と 美女の 前に 置く。 侍女 

退場す。 女房 酒 を 両方に 注ぐ。 



女房 めし 上り まし 



じ ぎ 

美女 (辞宜 す) 私 は、 ちっとも。 

公子 (品よ く盞を 含みながら) 貴女、 少しも 辛 

うない。 

うすべ に 

女房 貴女の 薄紅な は 桃の 露、 あちら は 菊花の 

しすく 

I 卞 です。 お 国で は 御存じありません か。 海に 

のみしろ すず 

は 最上の 飲料です。 お 気が 清し くなります、 召 

あがれ。 

美女 あの、 桃の 露、 (見物 席の 方へ、 半ば 片袖を 



おお ちいさい き 

蔽 うて、 うつむき 飲む) は。 (と 小き 呼吸す) 

何とい う 涼しい、 爽 やいだ —— 蘇生った ような 

気がします。 

公子 蘇生った のではないでしょう。 更に 新しい 

生命 を 得たん だ。 

美女 嬉しい、 嬉しい、 嬉しい、 貴方。 私が こう 

して 活 きてい ますの を、 見せて やりとう 存じ ま 



美女 ええ、 父 を はじめ、 浦の もの、 それから 皆 

に 知らせなければ 残念です。 

テ エブル よせいだ 

公子 (卓子に 胸 を 凭 出す) 帰りたい か、 故郷へ。 

美女 いいえ、 この 宮殿、 この 宝玉、 この 指環、 

この 酒、 この 栄華、 私 は 故郷へ なぞ 帰りた く は 

ない のです。 

公子 では、 何が 知らせた いのです。 



美女 だって、 貴方、 人に 知られないで 活 きてい 

るの は、 活 きている のじ やな いんです もの。 

公子 (色 はじめて 鬱す) むむ。 

まぶた 

美女 (微 酔の 瞼 花やかに) 誰も 知らない 命 は、 

いのち 

生命ではありません。 この 宝玉 も、 この 指環 も、 

ねうち 

人が 見ないで は、 ちっとも 価値がない のです。 

い か テ エブル 

公子 それ は 不可ん。 (卓子 を 軽く 打って 立つ) 

貴女 は 栄耀が 見せびらかした いんだな。 そり や 



不可ん。 人 は 自己、 自分で 満足 をせ ねばならん。 

ねうち 

人に 価値 をつ けさせて、 それに 従うべき もの 

じ やない。 (近寄る) 人 は 自分で 活 きれば 可い、 

生命 を 保てば 可い。 しかも 愛する ものと ともに 

活 きれば、 少しも 不足 はな かろうと 思う。 宝玉 

とても その 通り、 手箱に これ を 蔵 すれば、 宝玉 

そのもの だけの 価値 を 保つ。 人に 与うる 時、 十 

倍の 光 を 放つ。 ただ、 人に 見せびらかす 時、 そ 

の艷は 黒くな り、 その 質 は 醜くなる。 

美女 ええ、 ですから …… 来る お 庭に も 敷 詰めて 



公子 (色 やや 嶮し) 随分、 勝手 を 云う。 が、 貴 

女の 美し さに 免じて 許す。 歌う 鳥が 囀 るんだ、 

ひばり しの けおと 

雲雀 は 星 を 凌ぐ。 星 は 蹴落さない。 声が 可愛ら 

しいから なんです。 (女房に) おい、 注げ。 

女房 酌す。 

おく うちわ 

美女 (怯れ たる 内 端な 態度) もうもう、 決して、 

み え えよう 

虚飾、 栄耀 を 見せようと は 思いません。 あの、 

ただ 活 きている 事 だけ を 知らせとう 存じます。 



ひや や よ よ 

公子 (冷 かに) 止した が 可かろう。 

ただいま くに 

美女 いいえ、 唯今 も 申します 通り、 故郷へ 帰つ 

とど 

て、 そこに 留まります 気 は 露 ほど もない のです _ 

ちょ つ とお 許し を 受けまして 生命の あります 事 

だけ を。 

公子、 無言に して 頭掉 る。 美女、 鎚 るが ごとくす _ 



あの、 お許し は 下さいません か。 ちっとの 外出 もな 

りません か。 

さわやか 

公子 ( 爽 に) 獄屋で はない、 大 自由、 大 自在な 

きんしょう 

領分 だ。 歎く もの 悲しむ もの は 無論の 事、 僅少 

うれい ひとり 

の 憂 あり、 不平 ある もの さえ 一 日 も 一 個たり と 

も 国に 置かない。 が、 貴女に は 既に 心 を 許して、 

秘蔵の 酒 を 飲ませた。 海の 果、 陸の 終、 思って 行 

ふるさと ひととび まばた 

かれない 処 はない。 故郷 ごとき はた だ 一飛、 瞬 

ま ゆ あわれ 

きをす る 間に 行かれる。 (愍 むごと くしみ じみと 



顔を視 る) が、 気の毒です。 

貴女に その 驕と、 虚飾の 心さえなかったら、 一生 

聞かな くと も 済む、 また 聞かせたくない 事だった。 

貴女、 これ。 

(美女 顔 を 上ぐ。 その 肩に 手を掛 く) ここに 来た、 

貴女 はもう 人間で はない。 

美女 ええ。 (驚く。) 



へび 

公子 蛇 身に なった、 美しい 蛇に なつたん だ。 

みは 

美女、 瞳を睜 る。 

べに うろ- 

その 貴女の 身に 輝く、 宝玉 も、 指環 も、 紅、 紫の 鱗 

の 光と、 人間の 目に 輝く のみです。 



美女 あれ。 (椅子 を 落つ。 侍女の 膝に て、 袖 を 見、 

ゆびさき 

背 を 見、 手 を 見つつ、 わななき 震う。 雪の 指 尖、 



びん つ 

思わず 鬢を 取って 衝と 立ちつつ) いいえ、 いいえ、 

いいえ。 どこも 蛇に はな りません。 で 一枚 も 鱗 

はない。 

へび 

公子 一枚 も 鱗 はない、 無論 どこも 蛇に はならない。 

まなこ 

貴女 は 美しい 女です。 けれども、 人間の 眼 だ。 

人の 見る目 だ。 故郷に 姿 を顕す 時、 貴女の 父、 貴 

女の 友、 貴女の 村、 浦、 貴女の 全国の、 貴女 を 見 

る 目 は、 誰も 残らず 大蛇と 見る。 もの を 云う 声 は 

ひらめ つ 

ただ、 炎の 舌が 閃く。 吐く 息 は 煙 を 渦巻く。 悲 

歎の 涙 は、 琉黄を 流して 草 を爛ら す。 長い 袖 は、 



なまぐさ も だ はだ なら 

腥 い 風 を 起して 樹を 枯らす。 悶 ゆる 膚は鱗 を 鳴 

しての たうち 蜿る。 ふと、 肉 身の ものの 目に、 そ 

す 力 

の 丈より 長い 黒髪の、 三 筋、 五 筋、 筋 を 透して、 

大蛇の 背に 黒く 引く の を 見る、 それが なごりと 思 

うが 矛い。 

美女 (髪み だるる まで かぶり を掉 る) 噓 です、 噓 

のろ のろ 

です。 人 を 呪って、 人を詛 つて、 貴方 こそ、 その 

毒蛇です。 親の ために 沈んだ 身が 蛇体に なろう 害 

がない。 遣って 下さい。 故郷へ 帰して 下さい。 親 

の、 人の、 友 だち の 目 を 借りて、 尾の ない 鱗の な 



い 私の 身が 験したい。 遣って 下さい。 故郷へ 帰し 

て 下さい。 

公子 大 自在の 国 だ。 勝手に 行く が！^ い、 そして 試 

19 か 可 力ろう 

ふるさと 

美女 どこに、 故郷の 浦 は …… どこに。 

ゆびさ 

女房 あれ あすこに。 (廻廊の 燈籠を 指す。) 

みぶるい ひら リ 

美女 おお、 (身 震す) 船の 沈んだ 浦が 見える。 (飜然 



と 飛ぶ。 …… 乱る る 紅 、 炎の ごとく、 トンと 床 

さつ っッき 

を 下りる や、 颯と 廻廊 を 突 切る。 途端に、 五 個の 

燈籠 斉しく 消 ゆ。 廻廊 暗し。 美女、 その 暗中に 消 

あかる 

ゆ 一 舞台の 上段の み、 やや 明く 残る。) 

公子 おい、 その 姿見の 蔽を 取れ。 陸 を 見よう。 

女房 困った 御 婦人です。 しかしお 可哀相な もので 

ございます。 (立つ。 舞台 暗くなる。 —— やがて 

明くなる 時、 花やかに 侍女 皆 あり。) 



よ あしもと 

公子。 椅子に 凭る。 —— その 足 許に、 美女 倒れ伏 

と きた 

す —— 疾く 既に 帰り 来れる 趣。 髪す ベて 乱れ、 

たもと 

抉 裂け 帯 崩る。 

ぎょくさん 

公子 (玉盞 を 含みつつ 悠然として) 故郷 はどう 

でした。 …… どうした、 私が 云った 通だろう。 

貴女の 父の 少ぃ妾 は、 貴女の その 恐し い 蛇の 

姿 を 見て 気絶した。 貴女の 父 は、 下男と ともに、 

鉄砲 を もって その 蛇 を 狙った ではありません か。 

渠等は 第一、 私 を 見て さえ 蛇体 だと 思う。 人間 



の 目 はそう いう もの だ。 そんな 処に用 は ある ま 

い。 泣いて いて は 不可ん。 

ひきゅう 

美女 悲 泣す。 



不可ん、 おい、 泣く の は 不可ん。 (眉 を顰 む。) 

さす かなし きらい 

女房 (背 を 擦る) 若様 は、 歎悲 むの がお 嫌です。 

御 性急で いらっしゃい ますから、 御機嫌に 障る と 



ふるさと 

美女 お許しな くば、 どうな りと。 ええ、 故郷の 事 

からだ んな 

も、 私の 身体 も、 皆、 貴方の 魔法です。 

ふんぬ 

公子 どこまで 疑う。 (忿怒の 形相) お前 を 蛇体と 

思う の は、 人間の 目 だと 云う に。 俺の …… 魔 …… 

法。 許さん ぞ。 女、 悲しむ もの は 殺す。 

美女 ええ、 ええ、 お殺しなさい まし。 活 きられる 

身体で はな いのです。 

公子 (憤然として 立つ) 黒潮 等 は 居らん か。 この 



公子 止める のか。 

女房 お 床が 血に 汚れ はいたし ません か。 

むし はなびら 

公子 美しい 女 だ。 花 を 撐るも 同じ 事よ、 花片と 

蕊と、 ばらばらに 分れる ばかり だ。 あと は 手箱 

しま 

に 蔵って おこう。 —— 殺せ。 (騎士、 槍 を 取 直 

す。) 

きば い や おひきよう 

美女 貴方、 こんな 悪 魚の 牙 は 可 厭です。 御 卑怯 

な。 見て いないで、 御 自分で お殺しなさい まし _ 



(公子、 頷き、 無言に てっかつ かと 寄り、 猶予 

つるぎ さつ かざ つ ななめ 

わず 剣を抜き、 颯と 目に 翳し、 衝と 引いて 斜 

おもて 

に 構う。 面 を 見合す。) 

さ 

ああ、 貴方。 私 を 斬る、 私 を 殺す、 その、 顔の 

すず 

お 綺麗 さ、 気高 さ、 美し さ、 目の 清し さ、 眉の 

勇まし さ。 はじめて 見ました、 位の 高さ、 品の 

可 さ。 もう、 故郷 も 何も 忘れました。 早く 殺し 

て。 ああ、 嬉しい。 (莞爾 する。) 



公子 解け。 

の つ るぎ 

騎士 等、 美女 を 助けて、 片隅に 退く。 公子、 剣 を 

提 げたる まま、 

こちらへ おいで。 (美女、 手を曳 かる。 ともに 床に 

のぼ ちか 

上る。 公子 剣 を 軽く 取る。) 終生 を盟 おう。 手 を 

かいな こうけつ 

出せ。 (手首 を 取って 刃 を 腕に 引く、 一線の 紅 血、 

ぎょくさん きっさ き 

玉盞に 滴る。 公子 返す 切 尖に 自 から 腕 を 引く、 

紫の 血、 玉盞に 滴る。) 飲め、 呑もう。 



盞 を かわして、 仰いで 飲む。 廻廊の 燈籠ー 斉に 

とち 

点リ 輝く。 



あれ 見い、 血 を 取 かわして 飲んだ と 思う と、 お前の 

故郷の、 浦の 磯に、 岩に、 紫と 紅の 花が 咲いた。 

それとも、 星 か。 

( 一 同 打 見る。) 

あれ は 何 だ。 



美女 見覚えました 花です が、 私 はもう 忘れました。 

公子 (書 を 見つつ) 博士、 博士。 

博士 (登場) …… お 召。 

ゆびさ 

公子 (指す) あの 花 は 何です か。 (書 を 渡さん と 

す。) 



う 

みすて 

美女 (うな だる) ぉ見棄 のう、 幾久しく。 

一 同 —— 万歳 を 申 上げます。 —— - 

公子 皆、 休息 をなさい。 二 同 退場。) 

公子、 美女と 手を携えて 一 歩す。 美しき 花 降る。 

たち ど 

二 歩す、 フト立 停まる。 三 歩 を 動かす 時、 音楽 

聞 ゆ。 



ひとあし ふた あし かおり 

美女 一 歩に 花が 降り、 一 一歩に は 微妙の 薫 、 いま 

三 あしめ に、 ひとりでに、 楽しい 音楽の 聞え ま 

す。 ここ は 極楽で ございま すか。 

たま 

公子 はは は、 そんな 処と 一 所に されて 堪る もの 

ゆ よろい 

か。 おい、 女の 行く 極楽に 男 は 居らん ぞ。 (鎧 

むすびめ おもむ 

の 結 目 を 解き かけて、 音楽に つれて 徐ろに、 や 

や、 ななめに 立ちつつ、 その 竜の 爪 を 美女の 背 

ほのか 

にかく。 雪の 振袖、 紫の 鱗の 端に 仄 に 見 ゆ) 男 



の 行く 極楽に 女 は 居ない。 

大正 二 ( 一 九 
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